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フォーラムIT :環境との共生をめざす生活

　６月１日（土）第Ｃ会場　午後3 :15～5 :30
Ｉ Cp－ １ 女性と環境共生

上野勝代（京知人）

　今日、地球レベルの環境問題が深刻化する下で「持続可能な発展」の概念が国際的に認

識されるようになった。「持続可能な発展」とは、生活の荒本的な要求をみたしながら、
生活そのもの、ライフスタイルのありかたを問い直すものである。

　従来より、女性は家族、地域コミュニティなどの生活環境において、生活者として、そ

の中心的役割を担ってきた。地球環境問題を考えていく上で、女性の果たす役割は非常に
大きい。

　ところが、この女性役割を、家族、地域コミュニティレベルで考えたとき、ジェンダー

　（社会的、文化的性差）の視点からとらえなおす必要があるように思える。特に、家政学

は、この点に注意深く、関わる必要があると考える。

　女は家事、男は仕事という性別役割分業意識と同じように、家政学は＜家庭内＞、＜消

費者の立場＞＜それを担うのは女性＞といった枠を自ら課しているのではなかろうか。

　木シンポジウムにおいて、筆者は、「持続可能な発展」の概念と女性のエンパワーメン

トの視点を統一し、積極的な地域プロジェクトを推進してきているノルウェーでの事例を
93節^～11月に滞在した折の経験とその後の調査より紹介することによって、上記の問題

意識を展開したいと考える。

Ｉ Cp- ２ 「食」におけるmmと人間文化

　　　杉田浩一（昭和女人）

　　「食」は人類の生存に不可欠な要素であり，同時に文化的要求にも応える行為である.
「生きる手段」としての食物mm行動には，安全・栄養・嗜好などの基本的条件に加え，
経済性や技術効率などが求められる．一方，付加価値中心の人間文化の象徴としての食物
には，楽しみ・教養・団槃などの要素が求められ，両者は二極分化の途をたどっている.

　「食」という行為は地球環境を含めた周囲の環境の影mを受けると同時に，一方では食行
動自体が周囲の環境に働らきかけ，それを変化させる要因となる．自然界の動物は環境と
しての食物連鎖を形成しているが，人類は一見その枠からはみ出し，「大と環境」，「人
間対自然」，さらに「人間対地球」，ときには「地球に優しい人間生活」のように，地球
が人類の所有物であるかのような表現もする．環境が大を取り巻いて存在するのではなく，
本来は環境全体のなかに大もその一部として存在するのでなければならない.

　　「食」を取り巻く外部環境には，食料供給構造，輸出入を含めた流通構造，栄養摂取に
関する情報，食の外部化などがあり，一方，･内部から外部環境への働らきかけには，調理
排水，調理廃棄物（生ごみ）,家庭や外食の未使用食料や残食，さらに食料品店の販売残
量まで，さまざまな要素がある．これら諸要因に伴うエネルギーの移動が環境に及ぼす影
響も無視できない．「食」が人間生活の重要な一要因ならば，簡便性と経済性の重視，廃
棄物ゼロの食物も人切である一方，効率は劣っていても，たとえば炭火焼きやデコレーシ
ョンケーキのように，「人間生活」への付加価値を求める「食」も必要である．人間生活
への意識と姿勢，人きくは人生観による選択が求められる時代であろう．
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